
耶馬渓ダムとともに水害に強い地域づくりを考える意見交換会 

日時：令和７年５月２６日（月）１３時３０分 ～ 

場所：山国川河川事務所 ダム管理課 会議室 
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1. 開会 

 

2. 挨拶及び開催趣旨説明 山国川河川事務所 事務所長 

 

3. 議事  

 

１）耶馬渓ダムの防災操作等について 

 

○近年の出水、緊急放流の実施状況 

○耶馬渓ダムの操作 

○山国川の特徴 

○耶馬渓ダムからの放流に関する情報について 

 

 

２）意見交換 

 

○避難行動について 

                     

○次回開催について 

 

4. 閉会 

 



 

資料－１  
 

「耶馬渓ダムとともに水害に強い地域づくりを考える意見交換会」規約  
 
（名称） 
第１条 本会は、「耶馬渓ダムとともに水害に強い地域づくりを考える意見交換会

（以下「意見交換会」という。）」と称する。 
 
（目的） 
第２条 本意見交換会は、耶馬渓ダムの機能や能力及び大雨時のダムの操作につい

て、ダム下流沿川の皆様に理解してもらい、防災情報の提供方法や地域の防

災行動について考え、地域防災力の向上を図ることを目的とする。 
 
（構成） 
第３条 意見交換会は、別表に掲げる者（以下「メンバー」という。）によって構成

する。 
２ メンバーは、必要に応じて、交替や増員ができるものとする。 

 
（意見交換会） 
第４条 本意見交換会には、会長と事務局を置く。 

２ 事務局は、意見交換会を運営し、会務を行う。 
３ 意見交換会は、会長が必要と認めた時に招集する。 

 
（会長） 
第５条 会長は、意見交換会を代表し、会務を総括する。 
  ２ 会長は、意見交換会に諮って定める。  

 
（事務局） 
第５条 本意見交換会の事務を行うため、事務局を国土交通省九州地方整備局山国

川河川事務所ダム管理課に置く。 
 
（雑則） 
第６条 この規約に定めるもののほか、意見交換会の運営に必要な事項は、事務局

が意見交換会に諮って定める。 
 
（付則） 

この規約は、令和７年５月２６日から施行する。  



別表

役   職 備   考

大分大学　減災・復興デザイン教育研究センター長
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本耶馬渓町上曽木・青・中島地区自治委員

本耶馬渓町多志田・冠石野地区自治委員

耶馬溪町平田 町丈地区自治委員

耶馬溪町平田 上宮ノ馬場地区自治委員

耶馬溪町平田 下宮ノ馬場地区自治委員

中津市防災危機管理課長

中津市本耶馬渓支所長

中津市耶馬溪支所長

ＮＨＫ大分放送局　アナウンサー

山国川河川事務所長

（オブザーバー）
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大分県中津土木事務所　次長　

（敬称略）

（事務局）
　　　国土交通省　九州地方整備局　山国川河川事務所
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や く わ り

開催趣旨

1

○近年、気候変動等による異常洪水が全国各地で発生

○九州でも計画規模を超える洪水により、甚大な被害が発生

○九州の管理ダムにおいても、異常洪水時防災操作（以下「緊急放流」と
いう）を実施している状況

○緊急放流実施という状況になった場合、ダム下流の河川水位が急激に
上昇し、緊急的な避難が必要となる場合がある

耶馬渓ダムにおいても、緊急放流に備えるため、避難行動につ
ながる情報の提供を行うことを目的にみなさまと一緒に考え、
情報を共有し、命を守る行動につなげていただけるよう、意見
交換の場を設けるものです。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

近年の出水、緊急放流の実施状況
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雨の降り方の変化

時間雨量50mmを上回る大雨の発生件数
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平成３０年７月豪雨の概要
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平成３０年７月豪雨の概要
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肱川・野村ダム（愛媛県）の緊急放流の状況

平成３０年７月豪雨
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平成３０年７月 肱川（愛媛県）流域における浸水被害状況

7

豪雨による人的被害では９名（土砂災害も含め、大洲市４名、
西予市５名）の方が亡くなられた
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鶴田ダム（鹿児島県）緊急放流の状況

平成18年7月洪水における鶴田ダムの緊急放流の状況
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平成１８年７月 ＜川内川＞出水・被害状況

凡 例

外水範囲

内水範囲

さつま町虎居地区 菱刈町菱刈地区

湧水町中津川地区川添地先
川内川左岸94k200付近

1２

３

４

６

５

７

８

湧水町中津川地区

薩摩川内市南瀬地区南瀬地先
川内川右岸24k600付近

2

1 3 さつま町虎居地区虎居地先
川内川右岸37k400付近

薩摩川内市南瀬地区

4

さつま町虎居地区虎居地先
川内川右岸37k400付近

5

菱刈町菱刈地区本城地先
川内川左岸72k700付近

6 菱刈町菱刈地区

8

湧水町中津川地区川添地先
川内川左岸94k200付近

7

湧水町中津川地区●一般被害（川内川流域関係市町）

鶴田ダム

さつま町

床上浸水（戸） 床下浸水（戸） 計

91 39 130
850 89 939

旧大口市 165 43 208
旧菱刈町 67 26 93

446 123 569
229 179 408

1,848 499 2,347
えびの市

計

市町村名

薩摩川内市

さつま町

伊佐市

湧水町

薩摩川内市

伊佐市

湧水町

えびの市

この記録的豪雨により、２名の方が亡くなられた 9



平成１８年７月 鹿児島県さつま町浸水被害状況

宮之城橋右側上流、家屋倒壊 川内川河川事務所

家屋倒壊
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平成１８年７月 鹿児島県さつま町浸水被害状況

さつま町虎居地区での救助状況

※陸上自衛隊第８師団提供

川内川河川事務所
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

九州地方整備局 防災ヘリ「はるかぜ号」 令和２年７月８日１８時頃撮影

下筌ダム 令和2年7月8日18時貯水位：332.32m <洪水時最高水位(336.00m) -3.68m> 
 ※今回最高貯水位：7/8 00:20 335.51m <洪水時最高水位(336.00m) -0.49m>                            

令和２年７月豪雨 下筌ダム緊急放流状況
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13令和6年8月洪水（台風第１０号）における安岐ダム
（大分県管理）の洪水調節実績

令和６年８月洪水（台風第１０号）における河川・ダムの対応状況

13



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

耶馬渓ダムの操作

防災操作（洪水調節）と異常時洪水時防災操作（緊急放流）

14



耶馬渓ダムの概要

○耶馬渓ダムの諸元
堤頂長

堤高

堤体積

型式：重力式コンクリートダム
堤高：62.0m
堤頂長：313.0m
堤体積：395,000m3

洪水時満水位 標高175.0m

堆砂位 標高142.5m

堆砂容量
230万m3

常時満水位 標高162.0m

利水容量
980万m3

ダム天端標高177.0m

標高115.0m

○貯水池容量配分図

治水容量
1,120万m3

有効貯水容量
2,100万m3

○耶馬渓ダム流域諸元

山国川流域の幹川流路延長は56km、山国川流域面積：540㎞2、耶馬渓ダム流域面積： 89km2
全国年間降雨量1,700mmに対し耶馬渓ダム付近の近10ヶ年平均で1,970mm（約1.2倍）

15

耶馬渓ダムは山国川の
支川山移川にあります



耶馬渓ダムが担う役割

○治水の役割 ○利水の役割

耶馬渓ダムでは、毎秒260m3以上
の水を貯水池の治水容量に貯め込
んで、ダム下流河川の流量を減らす
役割を果たしています。

耶
馬
渓
ダ
ム

耶馬渓ダムの洪水調節模式図（計画）

山国川流域及び周辺地域で水道・工
業・不特定用水及び発電のために使用
する水を利水容量に溜めて、必要に応じ
て放流、補給を行っています。

※〇〇m3/s＝毎秒〇〇m3（立方メートル）
耶馬渓ダムにおける利水

不特定用水 不特定用水

16



〇雨が降った時ダムに入ってくる水量は増えますが、耶馬渓ダムは毎
秒２６０m3の水が入ってくるまでは、貯水位が常時満水位付近となる
ように、流入量と同じ量を放流します。

〇図は、貯水位が常時満水位付近のため、貯水位を維持するよう、ダ
ムに入ってきた毎秒２６０m3の水を、そのまま下流へ流しています。

雨の時のダム操作 その１（毎秒２６０m3まで）

標高115.0m

洪水時満水位 標高175.0m

治水容量
1,120万m3

堆砂位 標高142.5m

堆砂容量
230万m3

常時満水位 標高162.0m

利水容量
980万m3

流入量と同量

ダム天端標高177.0m

17



ダム天端標高177.0m 洪水時満水位 標高175.0m

治水容量
1,120万m3

堆砂位 標高142.5m

堆砂容量
230万m3

常時満水位 標高162.0m

利水容量
980万m3

260

水位
上昇

〇さらに強い雨が降り、ダムに入ってくる水量が毎秒２６０m3を超えたと
き毎秒２６０m3より多い水量をダムの治水容量に貯め、ダム下流河川の
流量を減らします。
この２６０m3以上をダムに貯留することを「洪水調節」と呼びます。

〇図は、ダムに毎秒５００m3の水が入ってきますが、毎秒２６０m3より多
い水量の毎秒２４０m3分の水を、洪水調節としてダムに貯留するため、ダ
ム貯水位が上昇します。（このケースでは最大２６０ｍ３を放流します）

雨の時のダム操作 その２（洪水調節）

標高115.0m 18



や く わ り

雨の時のダム操作 その３（緊急放流）

260 1,000

740

1,000
260⇒600⇒1,000

19



ダム天端標高177.0m
洪水時満水位 標高175.0m

治水容量1,120万m3

堆砂位 標高142.5m

堆砂容量
230万m3

常時満水位 標高162.0m

利水容量
980万m3

260

水位
上昇

〇洪水調節中にさらに雨が降り続いた場合、ダムの治水容量が少なくなってきます。
 下図の緊急放流（異常洪水時防災操作）判断水位（標高173.0m）まで

は、毎秒２６０ｍ３をダムから放流し、この水位に達し、その後さらに洪水
時満水位を超える場合は、毎秒260m3より多い水を、入ってくる水の量と
等しい量まで放流し、ダムの治水容量を最大限に活用します。
この操作を「緊急放流」と呼びます。

〇図は、ダムに毎秒１，０００m3の水が入ってきており、毎秒７４０m3分の水を
洪水調節としてダムに貯留しているため、ダムの水位が上昇しています。

雨の時のダム操作 その３（緊急放流）

緊急放流（異常洪水時防災操作）判断水位 標高173.0m

標高115.0m 20



ダム天端標高177.0m
洪水時満水位 標高175.0m

治水容量1,120万m3

堆砂位 標高142.5m

常時満水位 標高162.0m

利水容量
980万m3

1,000

水位
上昇

緊急放流（異常洪水時防災操作）判断水位 標高173.0m

○ダムの水位が、緊急放流（異常洪水時防災操作）判断水位 標高173.0mに
達するとダムからの放流量を毎秒２６０ｍ３より多く放流し、
洪水時満水位（標高175.0m）まで、治水容量を最大限に活用します。

○このケースでも、ダムに入ってきた
最大流入量（m3/s）より、多く下流に放流することはありません。

雨の時のダム操作 その３（緊急放流）

標高115.0m

堆砂容量
230万m3 ※耶馬渓ダムはこれまで

  緊急放流の実績なし
21



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
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山国川の特徴

山国川の特徴やこれまでの出水、緊急放流実施時の状況



山国川の特徴
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1 筑後川水系
2 川内川水系
3 球磨川水系
4 大淀川水系
5 大野川水系
6 五ケ瀬川水系
7 緑川水系
8 小丸川水系
9 白川水系

10 菊池川水系
11 矢部川水系
12 遠賀川水系
13 嘉瀬川水系
14 山国川水系
15 大分川水系
16 松浦川水系
17 六角川水系
18 番匠川水系
19 肝属川水系
20 本明川水系

143 
137 

115 
107 
107 
106 

76 
75 
74 

71 
61 
61 

57 
56 
55 

47 
47 

38 
34 
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0 20 40 60 80 100 120 140
幹川流路延長(km)

1 筑後川水系
2 大淀川水系
3 球磨川水系
4 五ケ瀬川水系
5 川内川水系
6 大野川水系
7 緑川水系
8 遠賀川水系
9 菊池川水系

10 大分川水系
11 矢部川水系
12 山国川水系
13 肝属川水系
14 白川水系
15 小丸川水系
16 番匠川水系
17 松浦川水系
18 嘉瀬川水系
19 六角川水系
20 本明川水系

2,860 
2,230 

1,880 
1,820 

1,600 
1,465 

1,100 
1,026 

996 
650 
647 

540 
485 
480 
474 
464 
446 

368 
341 
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0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

流域面積(km2)

流域面積（km2）[A] 幹川流路延長（km）[L]

出典：河川データブック2021 令和3年7月水管理・国土保全局

河川、湖沼などの水の
供給源となる雨雪の降雨
する全地域の面積をいう。

 河床勾配は、上中流部で1/200以上、下
流部でも1/500～1/1,000程度と急勾配と
なっています。

→降った雨の流出が早い

 山国川の流域面積は、九州内の一級河川（20河川）
のなかで12番目の広さです。

 山国川の幹川流路延長は、九州内の一級河川（20
河川）のなかで14番目の長さです。

河川の本流の延長距離を
幹川流路延長という。



山国川の特徴
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○耶馬渓ダム流域諸元

山国川流域図

耶馬渓ダムは、山国川の支川山移川の１ｋｍ付近に位置します。
山国川流域面積は540㎞2、耶馬渓ダム流域面積は89km2となっており、耶馬渓ダムの集水域が
山国川流域の約１６％を担っています。

青線で囲んだ地域
山国川流域540km2

赤線で囲んだ地域

耶馬渓ダム流域
89km2

この区域に降った雨が
耶馬渓ダムに流れてきます



山国川の特徴
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○H29.7.31 上流部短時間集中豪雨による急激な水位上昇について
H29.7.31 1２:00 H29.7.31 1４:00

H29.7.31 1５:00 H29.7.31 1６:00 H29.7.31 1７:00

H29.7.31は、山国川上流部から雨が降り出し、遅れてダム
上流部にも降り出しているが、下流部にはほとんど降って
いませんでした。
この降雨状況のように、山国川本川で雨が降れば、ダム流
域や下流部では雨が降っていなくても河川水位が上昇する
場合があります。



山国川の特徴
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○H29.7.31 上流部短時間集中豪雨による急激な水位上昇について

流量
(m3/s)

柿坂水位観測所（耶馬溪町）で16:10から16:20の10分間に流量が約106m3/s増加しました。
（柿坂観測所の水位は16:10から16:20の10分間で０．８０ｍから１．８３ｍに上昇）

ダム最大流入量は17:00 約114m3/s、最大放流量は19:10 約52m3/s
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ダムへの流入量

ダムからの放流量

柿坂水位観測所実績流量

柿坂水位観測所 実績流量
１６：１０ 約６m3/s
１６：２０ 約１１２m3/s
１６：３０ 約１８３m3/s

（参考）最高水位
１６：４０ ２．２４m
（約190m3/s：推定値）
柿坂水防団待機水位 ２．８０ｍ

ダムへの流入量
１６：１０ １．６６m3/s
１６：２０ １．１５m3/s
１６：３０ ８５．８８m3/s
（最大流入量）
１７：００ １１３．７４m3/s

ダムから放流量
１６：１０ １．３６m3/s
１６：２０ ２．５３m3/s
１６：３０ ２．４９m3/s
（最大放流量）
１９：１０ ５２．１８m3/s



耶馬渓ダムの操作実績
○洪水調節回数：３９回

管理開始(S60）以降の洪水調節実績

※緊急放流の実績なし

260m3/s

平成２４年７月３日  ～ 既往最大流入量を記録 ～ 山国川16k500付近
（青地区：上曽木地点）

での水位低減効果

約０．９ｍの水位低減
を図り、堤防からの越水被害を
軽減しました。

平成24年7月3日 最高水位170.81m

27
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九州北部豪雨の被害（平成24年7月3日出水、7月14日出水）
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床上浸水対策特別緊急事業整備完了（平成25年度～平成30年6月）
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平成24年7月3日 ダム流入量・放流量と上曽木観測所の水位

ダムへの流入量（ｍ3/s）

ダムからの放流量（ｍ3/s）

上曽木水位観測所（ｍ）

30

九州北部豪雨（平成24年7月3日出水）

平成24年7月3日出水

平成24年7月3日出水では、ダムへの最大流入量が約1,107m3/s、最大流入時のダム放流量が約260m3/s
であり、下流へ流す水量を最大約847m3/s 低減しました。

8:30まではダム放流量を増加し、上曽木水位観測所（本耶馬渓町）の流量も増加していますが、8:30
以降も観測所の水位は上昇しています。

ダムへの
最大流入量
約1,107m3/s

上曽木観測所 最高水位
９：３０ ９．３７ｍ

８：３０ ダム放流量約253m3/s
ここからダム放流量の増加は約7m3/s

上曽木観測所 水位
８：３０ ７．７０ｍ



令和４年７月出水
■18日午後から19日午前中にかけて長崎県壱岐・対馬、山口県、
福岡県、大分県では線状降水帯による猛烈な雨や非常に激しい
雨が降り「顕著な大雨に関する気象情報」が発表されました。

31

7月19日 1時 7月19日 2時

7月19日 3時 7月19日 4時

7月19日 5時

令和4年7月19日出水状況（レーダ雨量の時系列図）

令和4年7月19日 下唐原水位観測所（上毛町）の実績水位



32

令和５年７月豪雨
■令和５年７月９日から１０日にかけ、梅雨前線が九州北部付近に停滞、大気の状態が非常に不安定となり、７月１０日
(8:29)大分県北部･西部に「線状降水帯発生情報」、同日(9:05)大分県日田･玖珠に「大雨特別警報」発表されました。

■このため、山国川流域には、早朝から非常に強い雨域がかかり、「柿坂観測所」「下唐原観測所」において、氾濫危険
水位を超過、複数箇所で氾濫が発生しました。
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令和５年７月豪雨
○山国川の氾濫により中津市に大きな被害をもたらした平成24年7月出水を上回る雨量を山国川上流域で観測（下郷雨量
観測所では12時間で267mmの雨量を記録）したが、山国川の氾濫による家屋浸水被害は大幅に減少しました。

○山国川においては、平成24年7月出水以降、河道掘削や堤防整備、耶馬渓ダムによる洪水調節を実施しており、これら
治水対策の効果が発現されたものと考えられます。
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令和５年７月豪雨
○上曽木水位観測所（本耶馬渓町）では、計画高水位を超過し、観測史上第１位の水位を記録しました。
○土砂災害警戒情報や山国川上流部氾濫危険情報発表後に避難指示が発令されていました。

令和5年7月9日～10日 上曽木観測所（本耶馬渓町）の水位と降雨

7月9日 10:10
中津市に土砂災害警戒情報が発表
耶馬溪地域に警戒レベル４避難指示
を発令

7月10日 6:00
本耶馬渓地域に警戒レベル４避難指示を発令

7月10日 9:05
中津市に大雨特別警報
（土砂災害）が発表

7月10日 9:15
本耶馬渓地域、耶馬溪地域に
警戒レベル５緊急安全確保を発令

7月10日 17:31
大雨特別警報、洪水警報が解除

7月10日 22:34
中津市に大雨警報（浸水害）、
洪水警報が発表

7月10日 4:20
山国川上流部氾濫警戒情報が発表 7月10日 18:15

本耶馬渓地域、耶馬溪地域に
発令していた警戒レベル５
緊急安全確保を警戒レベル４
避難指示に引き下げ

7月10日 5:20
山国川上流部氾濫危険情報が発表
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計画規模降雨時の状況
計画規模の浸水想定図【現況河道】

１００年に1回程度起こりうる大雨により浸水した場合に想定される、浸水範囲と浸水深を表示した
図面

計画規模の浸水想定図では、
緊急放流を見込んでいません

山国川河川事務所ホームページ掲載資料



山国川水系洪水浸水想定図（想定最大規模）

山国川河川事務所ホームページ掲載資料

説明文抜粋

想定し得る最大規模の降雨
による洪水浸水想定区域、

浸水した場合に想定される
水深を表示した図面です
（緊急放流を見込んで
います）

中津市防災マップ
上図：地図面 本耶馬渓町北
下図：地図面 耶馬溪町北部

緊急放流実施時の状況（想定最大規模の浸水想定）

中津市ホームページ掲載資料 36



中津市防災マップ（ＷＥＢ版）

緊急放流実施時の状況（想定最大規模の浸水想定）

中津市防災マップ（ＷＥＢ版）では、河川の洪水に対する
マップだけを確認することができます

37



計画規模を超える出水への取り組み（事前放流）

38

【 事 前 放 流 時 の 模 式 図 】

ご注意ください！

・事前放流は、洪水が予想される３日前から行う
場合があります。

・予測によっては、雨が降ってない状況下でもダ
ムから事前放流を行うことが想定され、それに伴
い河川流量が増え、河川水位が上昇します。

前線や台風などによる大雨によって耶馬溪ダムの施設能力を超える洪水が予想される場合、洪水が発生する前にダムから
放流を行い、あらかじめ貯水位を下げて洪水を貯められる容量を増やす操作のことです。

 これにより、耶馬溪ダムより下流河川の洪水被害防止・軽減を図ります。

「事前放流」とは？

事前放流の実施条件
予測降雨量が６時間で
133mm以上かつ洪水を貯め
られる容量が不足する場合

「事前放流」は、
令和2年度からの

新しい取り組みです



山国川の特徴（山国川における過去の渇水の概要）
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○水利用が安定してなされるよう、山国川本川流量が減少した場合には、耶馬渓ダムから補給を実
施しているが、貯水位が70％を下回る恐れがある場合には、「山国川中下流域水利用連絡協議会」
を開催し、利水者の協力を得て取水制限や住民への節水協力の呼びかけなどを行っています。
○山国川では、耶馬渓ダム完成後(S64)、H4年度からの32年間で16回の取水制限（自主節水
含む）を行っています。

平常時（H28.4）

渇水時（R6.8.28）

【H13以前】 ダムの不特定用水の放流により取水
制限それまで利水者個別に自主節水

【H14～H22】  ダム貯水率60％で取水制限

【H23以降】     ダム貯水率60％で自主節水
ダム貯水率40％で取水制限

耶馬渓ダムの貯水池の状況
（太平橋より上流を撮影）

№ 年 種別 取水制限・自主節水
1 7月22日 ～ 7月26日 取水制限

2 8月1日 ～ 10月11日 取水制限 上水道10％、工業用水30％、農業用水30％
9月8日 ～ 9月20日 取水制限 全利水者30%

9月21日 ～ 9月29日 取水制限 上水道30％、工業用水40％、農業用水40％
4 8月24日 ～ 8月26日 取水制限 上水道10％、工業用水10％、農業用水30％
5 9月10日 ～ 10月21日 取水制限 上水道10％、工業用水10％、農業用水30％

上水道10％、工業用水67％
①農業用水30%（大井手堰、荒瀬井堰以外）
②農業用水20%（大井手堰：田植終了後30％）
③農業用水0%（荒瀬井堰：田植終了後30％）
上水道15%, 工業用水67%, 農業用水40%（荒瀬以外）
農業用水（荒瀬井堰）30％（田植終了後40％）

7 8月30日 ～ 9月6日 取水制限 上水道10%, 工業用水67%, 農業用水30%

8 平成２０年 8月15日 ～ 8月18日 取水制限 上水道10%, 工業用水67%, 農業用水30%

9 平成２１年 9月12日 ～ 10月15日 取水制限 農業用水30%

10 平成２２年 9月13日 ～ 9月28日 取水制限 上水道10%, 工業用水80%, 農業用水30%

8月13日 ～ 8月22日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水20～30%
8月23日 ～ 8月26日 取水制限 上水道15%, 工業用水75%, 農業用水30～40%

13 平成２９年 6月19日 ～ 7月14日 自主節水 全利水者10～30%
8月9日 ～ 8月29日 自主節水 全利水者

8月30日 ～ 9月10日 取水制限 上水道20%, 工業用水75%, 農業用水30～40%
15 令和２年 9月4日 ～ 9月23日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水10～30%

8月19日 ～ 9月2日 自主節水 全利水者による自主節水申し合わせ
8/26の代表幹事会にて、耶馬渓ダムの貯水率が40%を下回った
時点で、上水道20%, 工業用水70%, 農業用水30%の取水制限を行
う予定だったが、台風10号の接近に伴い8/28見送り

11

12

14

16

3

6

取水制限

取水制限

取水制限まで至った年度とその内容

平成３０年

令和６年

上水道10%, 工業用水70%, 農業用水20～30%平成２８年 8月23日 ～ 9月14日 自主節水

平成２５年

平成１７年

6月22日 ～ 6月27日

6月28日 ～ 7月2日

平成１４年

平成１０年

平成６年

期間



山国川の特徴（令和6年8月 耶馬渓ダムより約540万ｍ3の水を補給）

40

実績（ダムから補給ありの流量）

ダムからの補給がない場合

下唐原地点の流量変化

正常流量 概ね２．０m3/s

台風１０号により
河川流況が回復

耶馬渓
ダム

山国川
下唐原地点

周防灘

貯水位が常時満水位（162.0ｍ）

から約９．５ｍ低下

(R6.8.28)耶馬渓ダム貯水率39.8％
  

貯水位152.51m
流量は速報値。今後、変わる可能性あり。

(m3/s)

※１）平成４年以降の8月の流域平均雨量が平均２１４㎜に対し、令和６年8月1日から２７日までの累加雨量は１３.６㎜
※２）みずほPayPayドーム福岡の容量を１７６万m3として計算
※３）正常流量とは「農業用水や都市用水が安定して取水されるとともに、魚類等の生息環境や水質、河川景観等を

 維持するため必要な流量」

山国川流域では、 令和６年8月１日から8月２７日までまとまった降雨が無く、8月２７日までの降水量は平年の約６％ ※1）程度にとどまり、河川の水量が減少傾向にな

りました。

その結果、河川流況や上水道・工業用水・農業用水等の水利用に支障を来す恐れが生じたため、耶馬渓ダムでは8月1日より山国川下流へ向けて、２８日間（8月1日

～28日）で約５４０万m3 （みずほPayPayドーム福岡約３杯分※2）の水を補給し、下唐原地点において概ね正常流量※3が確保された。その後台風10号による降雨によって、

河川流況が改善し、ダムの貯水量も回復しました。

もし、ダムからの補給がなかった場合、１７日間程度は河川の水量が減少し、生物や水質、景観などの河川環境や上水道・工業用水・農業用水等の水利用に支障が

生じたと推測されます。

令和６年度と主要な渇水が発生した年度のダム貯水量変化

山国川流域平均雨量（月）

８月２８日から、台風１０号の接近により８月の雨は平年の１．７倍の降雨を記録。

H10最低貯水率 24.6％
最低貯水位 149.39ｍ
貯水量 2,413,000ｍ３

H30最低貯水率 29.7％
最低貯水位 150.50ｍ
貯水量 2,915,000㎥

常時満水位

540万m3補給
８／３０貯水位が回復

８／１補給開始

R6最低貯水率 39.8％
最低貯水位 152.51ｍ
貯水量 3,903,000㎥



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

耶馬渓ダムからの放流に関する情報について

サイレンとアナウンスによる注意喚起

41



や く わ り

42



0

200

400

600

800

1000

1200

流
量

時 間

洪水調節操作図

流入量

放流量

(m3/秒)

クレストゲート
（緊急用）

オリフィスゲート

毎秒8～35m3 

～毎秒8m3 

毎秒35～260m3

利水放流管

①コンジットゲートからの
放流時

放流量が毎秒35m3を越えコン

ジットゲートから放流する際にサ
イレンを鳴らします。

サイレンは、ダムからの放流量
が増える時に、河川の中にいる
利用者の方に対して、退避する
よう注意喚起することを目的とし
ています。（河川法第４８条）

流入量

放流量

毎秒260m3

毎秒35m3

①コンジットゲート
から放流

サイレン

利水放流管又は
オリフィスゲートから放流

コンジットゲート

サイレン吹鳴による注意喚起

③緊急放流開始

②緊急放流1時間前
③緊急放流実施時

計画規模を超える洪水が
予測される場合は、「住民
の避難等の適切な措置
が図れるよう、関係機関
への操作予告の通知と一
般周知のための警報を実
施する」ものとしてサイレ
ン吹鳴を行います。

②緊急放流
1時間前
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〇耶馬渓ダムのサイレンは、山移川の合流後、山国川
本川の「青の洞門」付近までに１０箇所あります。

● 柿 坂（国道２１２号沿い 耶馬溪中学校近く）
● 小川内（国道２１２号から、小川内橋を渡った所）
● 栃 木（国道２１２号から、津民大橋を渡った所）
● 小友田（国道２１２号から、小友田大橋を渡った所）
● 平 田（城井小学校近く）
● 金 吉（国道２１２号から、馬渓橋を渡った所）
● 多志田（国道２１２号から、中川原橋を渡った所）
● 冠石野（国道２１２号沿い 七仙橋近く）
● 上曽木（国道２１２号沿い 禅海橋近く）
● 洞 門（国道２１２号沿い 洞門橋近く）

警報所の位置

耶馬渓ダム 柿坂 

小川内 

栃木 

小
友
田 平田 

金吉 

多志田 
冠石野 

上曽木 

洞門 

サイレン吹鳴による注意喚起

左：情報表示盤と右：スピーカー

ゲート放流開始時のサイレン吹鳴 緊急放流のサイレン吹鳴

緊急放流の１時間前と緊急放流時に
サイレンを４回吹鳴します

サイレン吹鳴時には警報車による巡視、警報も
併せて行います。

ゲート放流開始と緊急放流の
アナウンスとサイレンをご確認ください 44



ダム下流域に３箇所設置している情報表示板により、ダムの情報をお知らせします。

耶馬渓ダム

凡　例

情報表示盤による注意喚起

放流警報表示盤

　

山国川17/000付近の情報表示盤

毎秒35m3以上
の放流前

毎秒35m3以上
を放流中

洪水調節中

情報表示板は毎秒35m3以上の放流が
ある場合等に、ダムの状況をお知らせ
いたします。

緊急放流中
45



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

耶馬渓ダムからの放流に関する情報について

その他の情報
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緊急放流 放流通知・記者発表

３時間前通知（関係機関へ）

 

 

耶馬渓ダム防災操作情報（第１報） 
 ～ 緊急放流 ３時間前 ～  

令和 年４月２３日１５時５０分 
山国川河川事務所 

 

＜ダム操作に関する通知＞ 

山国川水系山移川耶馬渓ダム（大分県中津市耶馬溪町）では、現在、防災操作（洪水調節）を行っています。 

今後、計画規模を超える洪水が予想されるため、ダムに水を貯められなくなり、４月２４日１８時５０分

頃から下流に流れる水量が増える緊急放流（異常洪水時防災操作）を実施します。 

そのため、洪水氾濫のおそれがあります。 

移行する場合は、おおむね１時間前にも通知しますので、ダムからの連絡等に注意してください。 

※今後の降雨状況により時間が前後する可能性がありますので、ご注意ください。 

 
※ダム情報のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ:http://www.river.go.jp  携帯ｻｲﾄ:http://i.river.go.jp  

【ダム情報】 

現在時刻： ４月２３日１５時５０分 

流入量：４６１m3/s 

（１時間前より約２３９m3/s 増加） 

放流量：２５４m3/s 

（１時間前より約５６m3/s 増加） 

 

※値はすべて速報値 

ダム水位：EL１６０.７０m 
     （１時間前より約 0.43m 上昇） 
  

貯水率（有効容量）：約４２％ 

（１時間前より １％上昇） 

  

■緊急放流について 
 本連絡での緊急放流とは、ダムの能力を超えるような大雨によりダムが満水になるとダム上流側から流入する

水をそれ以上貯留できなくなることから、ダムからの放流量をダムへの流入量と同程度となるように増加させ、満

水に達したらダムへの流入量をそのまま下流に通過させる操作（異常洪水時防災操作）を行うことです。 

 

洪水時満水位：EL１７５.００m 

緊急放流判断水位：EL１７３.００m 

  

【問い合わせ先】 
 国土交通省九州地方整備局山国川河川事務所 

事務副所長 ○○ ○○  電話：０９７９-２４-０５７１ 

３時間前 記者発表

緊急放流を実施する際の関係機関への通知並びに記者発表は、約３時間前・約1時間前・開始後に
それぞれお知らせします。
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耶馬渓ダムが洪水調節操作を実施している期間において、山国川河川事務所ホームページでダム
の洪水調節操作状況及びダム下流地点の河川水位状況について情報提供を行っています。

山国川河川事務所ホームページ

インターネット公開画面は、スマホ、パソコン
より下記のURLよりアクセスできます。
http://www.qsr.mlit.go.jp/yamakuni/yabakei/dam.html

画面にアクセスすると、耶馬渓ダムが洪水調節
を行っている場合、「耶馬渓ダム洪水調節効果」
をクリックすると画面が表示されます。

尚、洪水調節時以外では「通常時」画面が表示
されています。

緊急放流時には事
務所ホームページの
トップ画面でお知ら
せします。
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○「川の防災情報」は、大雨などの際に、雨や川の水位の状況などを、インターネットを通じてリアルタイムに
配信し、避難判断等に必要な情報を入手できるウエブサイトです。

「川の防災情報」URL https://www.river.go.jp/

川の防災情報

ダムの放流状況を
色分けして表現しています
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①緊急放流実施時の状況

〇緊急放流は、計画規模を超える洪水時に実施

○九州でも計画規模を超える洪水により、甚大な被害が発生
 また、九州の管理ダムにおいても、「緊急放流」を実施して
 いる状況

○山国川は、緊急放流前に避難しなければならないことが
 ありうる

→緊急放流実施という状況になった場合では避難が難しい
 ことが考えられる

本日の意見交換について
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②命を守る行動につなげるためには

○耶馬渓ダム、山国川の特徴を理解する

○避難するための情報について
情報の種類（自治体からやマスコミの情報など）
情報入手の手段としてわかりやすいものは何か
現在はどういう情報を出しているか
避難に繋がるためのわかりやすい情報は何か．．．

○避難行動について

いかにして情報を共有し、避難行動に移せるか、意見交換を
お願いします

本日の意見交換について
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